
エクステリアプランニング 調査・基本設計 
 

1 プランニングの⽬的とは？ 

そこに住む⼈にとって各エクステリアが「快適な屋外の

住まい空間」となるためにプランニングを⾏う 

 

 

２ プランニングのプロセス 

 

 ａ 

  敷地条件、地域条件、法的条件、居住者条件 
 ｂ 

  コンセプトの作成 
 ｃ 

  ゾーニング計画、動線計画 
  ⾨周り、⾞庫周り、アプローチ、庭、囲い、擁壁、サービスヤード 
 ｄ 

  ラフスケッチの作成 
 ｅ 

  設計図⾯の作成 
 

 

                            エスキース  （繰り返し検討する） 

 

 

 

 

 

 

ａ ｂ c d e 



３－１ 調査（コンサルティング）－ 敷地の調査の例 

 
 

 



３－２ 敷地分析結果の空間的表現例 

グラフや表によって表現できる情報もあるが、空間情報と結びつけて初めて意味を持つものが多い。 

敷地と敷地周辺の分析で空間表現すべきもの 

景観条件（地形、眺望、シンボル） 

⾃然条件（植物、⼟壌、地質、⽔分、⽇照、気候） 

⼈⽂条件（歴史、⽂化、アクセス、アメニティ、安全、利⽤）等々 

敷地分析の結果を空間とうまく結びつけて表現した例を以下に⽰すので、参考にしてほしい。 

 

例１．Michael Laurieによる敷地分析 

 

 

 

 

 

 

 

景観資源である池や敷地内から眺望可能な⽅向が⽰されている 

 

例 2．Clare Cooper Marcus による敷地分析の例 

 
歩⾏者の主要な動線（移動に使う線）や休憩スペースをデザインするのに必要な情報が簡潔に⽰

されている 

 

 

 



例３．三⽅向が道路に囲まれた敷地の特性を活かすための分析例 

 

＜道路に関する敷地分析＞ 

東側の道路：道幅が狭く、通⾏⾞両も少ない「⽣活道路」的な位置づけ。 

北側の道路：道幅が狭く、通⾏⾞両も少ない「⽣活道路」的な位置づけ。昔からの道路で、ヒュ

ーマンなスケール感が残る。つながりを断ち切らないよう注意する必要がある。 

南側の道路：近年設けられた道路。ゆったりとした歩道があって道幅が広い。今後交通量が多く

なる「幹線道路」的な位置づけ。 

 

＜設計の構想＞ 

１ 幹線道路側を「四つ⽬垣」と「⽣垣」を組み合わせて建物をガードする。 

２ ⽣活道路側は「ツツジの寄植え」とし、徐々に垣根を下げる親しみやすい植栽⼿法を採⽤。 

３ 狭い道路の曲がり⾓を「ツツジ」とし、⾞の通⾏時の⾒通しを確保＆適度な減速を促がす役

⽬を期待。街区のコーナーを緑化し、視覚的な効果を含めて模範的な街並みのあり⽅を⽰す。 

４ 幹線道路から⽞関に⾄るには、⽣垣に沿って⽣活道路へと折れ曲がり、サツキツツジ越しに

すだれの掛かったポーチを⾒ながら主⽊となるモミジの周りをめぐり、ゆるやかなスロープ

を上がって⼟間の縁側のような⽞関へと導かれる。 

５ 建物に沿った道路をアプローチと⾒⽴て、限られた敷地を最⼤限に活⽤する。 



３－２ 居住者条件（ヒアリング＝>実現可能なものに優先順位をつけて具体化する設計作業のうちのひ

とつ） 

 

 チェックポイント 

デザイン 好み、開放性、スタイル、⾊彩、雰囲気 

機能 駐⾞、駐⾞台数(利⽤形態)、屋外収納規模、スロープの要否 

家族構成 年齢、洗濯物の多少 

性格 おおらか、⼏帳⾯ 

趣味 家族全員 

ライフスタイル 

その他 

⽣活時間帯、来客の多少、郵便物の多少、旅⾏頻度、⾞庫⼊れの得⼿・不

得⼿ 

 

４ コンセプト（設計⽅針 [ 設計の⽅向性 ] ）とは？  

 

全体イメージの⽅針（デザインタイプ） 

モダン・シック・シンプル、オープン〜クローズ   例 要介護者が楽しめる庭 

和⾵・北欧⾵・スパニッシュ・北⽶⾵     ①プライベートを確保しながらも外に開かれた庭 

材質・質感（⽊・⽯・レンガ･･･）、⾊彩、植栽   ②マイナスイオンを感じる庭、③⽉を眺める庭 

 

各部のイメージ 

「有る」のか「無い」のか･･･例 ⾨扉      鑑賞か、遊びか、くつろぎか 

⽅向や⾓度に⼯夫 

「⾒せる」のか「隠す」のか･･･演出する     最低限の必要なものあるか 

 

   
 

 

 

癒しのベランダ。 

⾏灯がともる、ほっこり和⾵空間。 

⾊彩のコントラストが織りなす 

新しい空間。 



５ ゾーニング＆ラフスケッチ 

 
 

 

<ゾーニングのチェックポイント> 

パーツ チェックポイント 

①⾨廻り 

① 表札、ポスト、インターホンなどの必要な機能が集中している場所 

② 貧相にしないようある程度の広さも必要 

③ ⼀般的に駐⾞スペースに隣接させると機能的な動線になる 

⑤前庭 

（植栽スペース） 

訪れる⼈を迎えたり⾒送る場所 

通る⼈に圧迫感を感じさせない配慮→樹⽊配置に注意 

 

③駐⾞場 

④駐輪スペース 

⼀番良い場所を⼤きく占有してしまいがち 

スペース利⽤の⼯夫が最も要求される 

空⾞時の床デザインにも留意せよ 

⑥主庭 

（メインガーデン） 

⼀般的に⽇当たりのよい南側に配置 

施主の趣味やライフスタイルを反映させる 
 

 



パーツ チェックポイント 

②アプローチ 

⾨周りから⽞関前までの部分で訪れる⼈が必ず通る家の顔 

演出ポイントを⼯夫して変化のある空間にせよ 
 

⑦中庭 

⼀般的に各部屋に光と⾵を導くよう南側や東側に配置 

広さがあれば緑陰樹を植えるのも可 

部屋からの視線・動線も考慮 

⑦裏庭 

ごちゃごちゃ配置せず、ポイントを絞れ 

メンテナンス動線を確保 

⼀般的に⽇当たり悪いので植栽には注意 

⑦サービスヤード 

台所や勝⼿⼝に近い配置が機能的 

物⼲しには⽇照の確保 
 

 
 

 



<ゾーニングの⼿順> 

 

 チェックポイント 

 

⼿順１ 

⾨廻り 

 

 

動線的に駐⾞スペースの近くに配置 

可能な限りゆとりづくり 

 

⼿順２ 

駐⾞スペース 

 

 

原則として敷地の端に配置（隣接境界側へ） 

２台以上の場合は縦・横（直⾓、平⾏）の組み合わせを検討 

公道を経由せず、直接⽞関や勝⼿⼝へアプローチできる動線としたい 

 

⼿順３ 

アプローチ 

 

 

単調にならないよう変化をつける 

居間、主庭への視線を考慮して曲げる、さえぎるなど⼯夫を要す 

 

⼿順４ 

主庭 

 

 

使い⽅によってはある程度「奥⾏き」がないと使い道が無くなるので注意

居間など主たる部屋からの視線、動線を考慮せよ 

 

⼿順５ 

裏庭 

 

 

浴室等の⽬隠しを検討せよ 

場所的にドライなデザイン（タイルや⽯貼り）がメンテナンス上、有効 

 

⼿順６ 

サービスヤード 

 

 

物置、物⼲しを設計 

 

 



簡単なゾーニング練習（ラフスケッチ）  家族構成:⼩学⽣(男)と中学⽣(⼥)の⼦と祖⺟がいる 5 ⼈家族 
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